
篠原会長　１・２月の動静
【１月】
１/ ６（火）	北農連新年交礼会、農協理事会（WEB）
１/ ７（水）	基本農政対策委員会（東京）
１/ ８（木）	全中理事会、JA 中央会・全国機関会長会議、都道府県農

政運動組織・JA 中央会・全国機関代表者会議（東京）
１/13（火）	常勤役員参事会、ガバナンス委員会
１/15（木）	北海道農協政治連盟役員会、北海道農協基本農政対策本部

委員会、北海道農協組織整備本部委員会、中央会理事会、
ホクレン理事会

１/19（月）	地区別 JA 組合長・会長等会議（仙台）
１/22（木）	全国農協観光協会理事会、農協観光取締役会（東京）

【２月】
２/12（木）	地区別組合長会議【留萌・宗谷】（稚内）
２/13（金）	地区別組合長会議【上川】（旭川）
２/16（月）	家の光協会理事会（東京）
２/17（火）	全農経営管理委員会（東京）
２/20（金）	農協理事会（WEB）
２/24（火）	北農五連定例記者会見
２/26（木）	全国家の光大会（福岡）
２/27（金）	常勤役員参事会
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今
月
の
表
紙
は
、
圃
場

で
行
わ
れ
て
い
る「
雪
割
り
」

作
業
の
様
子
で
す
。

　

雪
割
り
と
は
、
昨
年
の

収
穫
時
に
機
械
か
ら
こ
ぼ

れ
落
ち
た
小
さ
な
イ
モ
が

冬
を
越
し
て「
野
良
イ
モ
」

に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

積
も
っ
た
雪
を
除
雪
し
、

土
壌
の
凍
結
を
促
し
て
イ

モ
を
枯
死
さ
せ
る
作
業
で
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
行

わ
れ
る
こ
の
作
業
に
、
新

た
な
一
年
の
始
ま
り
を
感

じ
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
冬
は
、
糠
平
湖
を
中
心
に
氷
上
で
の
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
毛
の
生
え
た
程
度
の
海
釣
り

の
知
識
で
も
簡
単
に
釣
れ
る
だ
ろ
う
と
息
巻
い
て
い
た
も
の
の
、

実
際
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
釣
れ
ず
寒
さ
に
震
え
音
を
上

げ
る
始
末
…
自
然
相
手
の
奥
深
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
氷
に
穴
を
開
け
、
穂
先
の
わ
ず
か
な
動
き
に
集
中
す
る
釣

り
は
一
見
単
純
に
見
え
ま
す
が
、
水
深
や
水
温
、
魚
群
の
回

遊
層
、
仕
掛
け
や
餌
の
違
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考

え
な
が
ら
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
、
知
識
を
深
め
経
験
を
重

ね
る
ほ
ど
に
面
白
さ
が
増
し
て
い
く
底
無
し
の
世
界
で
す
。

　
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
机
上
の
知
識
だ
け
で
は
通
用
し
な

い
場
面
も
多
く
、
挑
戦
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
学
び
の
重
要

性
を
改
め
て
実
感
し
た
体
験
と
な
り
ま
し
た
。�

（
s
）

じゃがいもだけでなく、なるべく士幌産の材料で作りました！ 
本当はサワークリームをのせますが水切りヨーグルトで代用しています。

しほろじゃがいもまつり（令和７年９月21日道の駅ピア21しほろにて開催）

しほろポテ汁グランプリ！しほろポテ汁グランプリ！
じゃがいもごろごろ士幌風ボルシチじゃがいもごろごろ士幌風ボルシチ

応募者からのメッセージ

材料・レシピ

牛肉
じゃがいも
にんじん
玉ねぎ
キャベツ
トマト缶 １/ ２
トマトペースト 大さじ１

ビーツ（生か水煮缶）
にんにく
オリーブ油
ローリエ
水切りヨーグルト

①鍋に牛肉とローリエを入れて、ヒタヒタになるまで水を入
れて柔らかくなるまで30分～１時間煮る

②ヨーグルトを水切りする
③じゃがいもは一口大に切り、玉ねぎはみじん切り、人参・
生ビーツは細切り、キャベツはざく切りにする

④鍋にオリーブ油、にんにく、玉ねぎを入れて炒め、玉ねぎ
が透明になってきたら、生ビーツ、人参を加え炒める

⑤キャベツ、トマト缶、トマトペースト、塩、じゃがいも、
水煮缶ビーツ（缶の汁少々）、①の牛肉・煮汁をヒタヒタに
なるまで加え15分ほど煮る

⑥器に盛り、水切りヨーグルトをのせる

JA
士

幌
町

のHPもチェック！
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utopiautopia

の
減
少
で
市
場
価
格
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

こ
こ
数
年
は
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

士
幌
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
か
ら
の
馬

鈴
し
ょ
は
品
質
・
安
定
供
給
と
も
に
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
気
象
条
件
に

適
し
た
新
品
種
の
導
入
や
病
害
虫
対
策
、

作
付
面
積
の
推
移
が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
異
常
気

象
や
作
付
動
向
に
よ
る
馬
鈴
し
ょ
の
生
産

量
や
需
要
の
変
化
、
流
通
課
題
に
つ
い
て
、

生
産
現
場
と

市
場
の
情
報

共
有
と
連
携

強
化
の
重
要

性
が
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

結
び
に

　
今
回
の
視
察
研
修
は
、
多
く
の
方
々
の

ご
助
言
と
ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
荒
天
の
影
響
で
当
初
搭

乗
予
定
の
航
空
機
が
欠
航
と
な
り
、
㈱
ポ

テ
ト
フ
ー
ズ
関
西
工
場
の
視
察
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
順
調
に
進
み
、

士
幌
か
ら
出
荷
さ
れ
た
農
畜
産
物
の
販
売

状
況
や
Ｊ
Ａ
士
幌
町
と
の
繋
が
り
を
学
ぶ

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

國
井
組
合
長
を
始
め
役
職
員
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
研
修
報
告
と
致
し
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会

�

道
外
視
察
研
修
報
告

Ｋ
Ｔ
Ｃ
も
の
づ
く
り
技
術
館

�

（
京
都
府
久
世
郡
）

　
K
T
C
は
京

都
機
械
工
具
㈱

の
略
称
で
、
京

都
府
久
世
郡
に

本
社
を
置
く
創

業
75
周
年
を
迎

え
る
老
舗
工
具

メ
ー
カ
ー
で
す
。

自
動
車
や
二
輪

車
の
整
備
用
工
具
を
中
心
に
、医
療
・
福
祉
、

公
共
交
通
分
野
で
も
活
躍
し
、
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
も
支
援
し
て

い
ま
す
。
材
料
切
断
か
ら
梱
包
ま
で
の
一

貫
生
産
体
制
を
持
つ
日
本
唯
一
の
メ
ー
カ
ー

で
、
約
1
２
，
0
0
0
点
の
製
品
を
展
開
、

1
日
約
12
万
個
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
安

全
性
と
使
い
や
す
さ
に
こ
だ
わ
り
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
車
載
工
具
に
も
採
用
さ
れ
て

　
昨
年
12
月
15
日
～
18
日
ま
で
３
泊
４
日

の
日
程
で
、
農
協
運
営
協
力
委
員
長
会
の

道
外
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
致
し
ま
す
。

き
ま
し
た
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の

連
携
な
ど
工
具
の
進
化
に
挑
戦
し
、「
社
会

の
期
待
を
超
え
た
ツ
ー
ル
で
人
の
能
力
を

拡
張
し
、
世
の
中
の
安
全
を
作
り
出
す
」

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察

で
は
、
展
示
室
や
製
造
現
場
を
見
学
し
、

K
T
C
の
も
の
づ
く
り
へ
の
想
い
を
実
感

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
株
式
会
社

�

西
日
本
営
業
本
部

�
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

　
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
は
全
農
の

畜
産
販
売
部
門
か
ら
平
成
18
年
に
独
立
し
、

令
和
8
年
に
20
周
年
を
迎
え
る
会
社
で
す
。

グ
ル
ー
プ
内
の
関
連
会
社
は
7
社
あ
り
、

国
産
牛
・
豚
肉
の
生
肉
販
売
、
加
工
品
製

造
・
販
売
、
P
B
商
品
開
発
、
外
食
向

け
販
路
拡
大
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

し
ほ
ろ
牛
は
年
間
約
３
６
，
0
0
0
頭
を

取
引
し
、
そ
の
多
く
を
西
日
本
営
業
本
部

が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
和
牛
は
鹿
児
島

産
に
次
い
で
北
海
道
産
を
多
く
取
り
扱
い

し
、
乳
用
種
や
交
雑
種
も
主
に
北
海
道
か

ら
仕
入
れ
て
お
り
、
豚
肉
も
北
海
道
産
が

増
加
傾
向
で
す
。

　
物
流
面
で
は
、
北
海
道
な
ど
遠
隔
地
か

ら
関
西
圏
へ
の
輸
送
で
人
手
不
足
や「
物

流
2
0
2
4
年
問
題
」な
ど
課
題
が
多
く
、

市
場
環
境
で
は
関
西
圏
の
人
口
減
少
や
大

手
ス
ー
パ
ー
の
台
頭
な
ど
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
。
価
格
面
で
は
、
消
費
者
は
生

産
コ
ス
ト
上
昇
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、

価
格
転
嫁
が
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
同
社
で
は
新
人
社
員
が
士
幌
町
の
生
産

現
場
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
若
手
社

員
研
修
で
現
場
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
連
携
を
活
か

し
多
様
な
畜
種
・
販
路
で
事
業
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
内
外
の
市
場
環

境
や
生
産
基
盤
、
人
材
確
保
な
ど
の
課
題

に
も
直
面
し
て

お
り
、
今
後
も

現
場
密
着
型
の

取
り
組
み
と
柔

軟
な
販
売
戦
略

が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

熊
本
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

�

（
熊
本
県
熊
本
市
）

　
熊
本
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
通
称
：

ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
）は
、
20
の
農
協
が

加
盟
し
、
生
乳
事
業
か
ら
指
導
・
購
買
・

食
肉
事
業
ま
で
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

農
協
組
織
で
あ
り
な
が
ら
独
自
に
2
つ
の

乳
業
工
場
を
持
つ
点
が
特
徴
で
す
。
し
か

し
、
近
年
は
後
継
者
不
足
や
生
産
資
材
の

高
騰
な
ど
で
経
営
環
境
が
厳
し
く
、
酪
農

家
戸
数
や
生
乳
生
産
量
は
減
少
傾
向
で
す
。

　
熊
本
県
は
気
候
や
地
形
の
地
域
差
が
大

き
く
、
山
間
部
と
海
岸
部
で
気
象
条
件
が

異
な
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
生
産
さ
れ
る

農
産
物
も
多
様
で
す
。
酪
農
分
野
で
は
、

酪
農
家
数
や
飼
養
頭
数
、
出
荷
量
の
推
移
、

季
節
別
乳
価
調
整
率
や
今
後
の
季
節
別
調

整
単
価
の
設
定
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
生
産
量
の

減
少
が
顕
著
で
、
小
規
模
経
営
ほ
ど
廃
業

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
増

や
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
中
、
同
連
合
会
は
組
織
力
や
工
場
機

能
を
活
か
し
つ
つ
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
連
合
会
に
隣
接
し
て
い
る
乳
業
工
場

（
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
熊
本
工
場
）は
昭
和

49
年
に
操
業
を
開
始
し
、
厳
格
な
衛
生
管

理
と
最
新
設
備
に
よ
る
牛
乳
製
造
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
・
加
工
乳
・
発
酵
乳
・

洋
生
菓
子
な
ど
多
様
な
製
品
を
製
造
し
、

複
数
の
殺
菌
機
や
充
填
機
、
環
境
配
慮
型

排
水
処
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
安

全
・
安
心
な
製
品

づ
く
り
と
品
質
管

理
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。
全
体
と
し

て
、
生
産
か
ら
出

　
同
社
は「
産
地
と
消
費
を
つ
な
ぐ
」理
念

の
も
と
、
生
産
者
と
の
交
流
や
バ
イ
ヤ
ー

同
行
訪
問
、
店
頭
で
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
流
通
の
強
化
、
枝
肉
共
励
会
の
受
賞
歴

が
あ
る
生
産
者
商
品
の
積
極
展
開
、
外
食

チ
ェ
ー
ン
へ
の
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
市
場
動
向
に
つ
い
て
、
牛
肉
の
消
費
量

は
減
少
傾
向
で
、
豚
肉
や
鶏
肉
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
牛
肉
売
場
の
面
積
や
売
上
も

縮
小
傾
向
で
、
輸
出
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
近
年
は
伸
び
が
鈍
化
し
、
単
価
も
下

落
傾
向
で
す
。
主
な
輸
出
先
は
ア
メ
リ
カ

や
ア
ジ
ア
諸
国
で
す
。

　
生
産
現
場
で
は
、
全
国
の
和
牛
生
産
頭

数
は
増
加
傾
向
な
が
ら
頭
打
ち
感
が
あ
り
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雄
は
平
成
24
年
の
約
24
万

頭
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
令
和
7
年
に
は

11
万
頭
以
下
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
北
海
道
以
外
で
の
酪
農
の
縮
小
が
顕
著

で
、
国
内
の
乳
製
品
・
牛
肉
生
産
基
盤
が

北
海
道
偏
重
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世

界
的
に
は
ア
メ
リ
カ
が
牛
肉
の
生
産
・
消

費
・
輸
入
で
最
大
で
す
が
、
近
年
ア
メ
リ

カ
の
生
産
量
の
減
少
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
、
世
界
的
に

牛
肉
は
不
足
気
味
で
す
。
ま
た
、
円
安
の

影
響
で
輸
入
牛
肉
価
格
が
高
騰
し
国
産
牛

肉
の
流
通
が
増
え
て
お
り
、
特
に
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
雄
の
赤
身
牛
肉
の
評
価
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

荷
ま
で
の
衛
生
管
理
と
品
質
検
査
、
効
率

的
か
つ
安
全
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

全
酪
連
若
齢
預
託
熊
本
牧
場

�

（
熊
本
県
菊
池
市
）

　
全
酪
連
の
預
託

事
業
は
、
酪
農
家

の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
る
戸

数
減
少
、
生
産
基

盤
の
縮
小
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
生

後
数
日
の
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
メ
ス
子
牛
を
預
か
り
、
北
海
道

へ
上
牧
す
る
ま
で
育
て
る
こ
と
で
酪
農
家

の
労
力
軽
減
や
設
備
投
資
の
削
減
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
会
員
農
協
を
通
じ
て
都
府

県
の
酪
農
家
と
北
海
道
の
預
託
農
家
を
つ

な
ぎ
、
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
熊
本
牧
場
で
は
、
生
後
6
日
齢
か
ら
子

牛
を
受
け
入
れ
、
検
査
・
個
別
管
理
後
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
多
頭
飼
育
・
多
回

哺
乳
を
行
う
群
管
理
に
移
行
し
、
生
育
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
育
成
用
T
M
R
を
給

与
す
る
育
成
舎
に
移
し
て
6
ヶ
月
齢
ま
で

育
成
し
ま
す
。
飼
養
終
了
後
は
北
海
道
へ

上
牧
し
、
初
妊
牛
と
し
て
分
娩
2
～
3
ヶ

月
前
に
返
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
の
預
託
農

家
は
、
良
質
な
粗
飼
料
を
活
用
し
た
健
康

で
安
定
し
た
育
成
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
当
J
A
の
中
士
幌
牧

場
や
町
内
農
家
へ
上
牧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

福
岡
大
同
青
果
株
式
会
社

�

（
福
岡
県
福
岡
市
）

　
福
岡
大
同
青
果
㈱
は
昭
和
35
年
設
立
の

青
果
卸
売
市
場
で
、
年
間
約
30
万
ト
ン
の

野
菜
・
果
実
を
取
り
扱
い
、
令
和
6
年
度

の
取
扱
高
は
全
国
7
位
で
す
。
平
成
28
年

に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
機
能
的
な
施

設
配
置
や
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
計
画
、
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
充
実
な
ど
を
特
徴
と
し
、

物
流
効
率
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、

パ
レ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
効
率
化
も
進
む
一

方
、
回
収
や
産
地
毎
の
普
及
状
況
に
課
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
士
幌
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
か
ら
は

主
に
ホ
ッ
カ
イ
コ
ガ
ネ
が
取
引
さ
れ
、
福

岡
大
同
青
果
㈱
で
は
重
点
品
目
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
福
岡
市
内
の
学
校
給
食
に

も
使
用
さ
れ
る
な
ど
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
馬
鈴
し
ょ
は
消
費
量
が
多
い
も

の
の
、
家
庭
で
の
調
理
の
手
間
か
ら
市
場

で
は
消
費
宣
伝
を
強
化
し
、
中
食
・
外
食

産
業
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
消
費
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
異
常
気

象
に
よ
る
品
質
変
化（
芽
の
動
き
等
）へ
の

消
費
者
の
理
解
促
進
も
課
題
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　
販
売
単
価
は
一
時
低
迷
し
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
る
生
産
量
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ホ
ク
レ
ン
清
水
製
糖
工
場（
清
水
町
）

　
十
勝
・
清
水
町
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
清
水
製
糖
工
場
は
、

1
9
6
2
年
操
業
開
始
、
1
日
約
3
0
0
0
ト
ン
の

て
ん
菜
を
処
理
で
き
る
能
力
を
持
ち
、
本
年
で
64
回

目
の
操
業
を
迎
え
る
。
独
自
技
術 

オ
リ
ゴ
糖
を
一
定

量
含
む「
て
ん
さ
い
糖
」を
製
造
で
き
る
技
術
は
全
国

的
に
も
誇
れ
る
も
の
で
す
。

　
品
質
管
理
力
、天
候
に
よ
る
原
料
の
糖
分
変
動
が
あ
っ

て
も
、
最
終
製
品
は
99
・
9
％
の
純
度
を
維
持
し
て

お
り
、
味
の
安
定
性
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
て
ん
さ
い
糖
」「
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
」「
上
白
糖
」を
製

造
し
て
お
り
、
特
に「
て
ん
さ
い
糖
」に
は
5
%
以
上

の
オ
リ
ゴ
糖
が
含
ま
れ
、
健
康
志
向
の
消
費
者
に
人

気
が
高
い
で
す
。

　
農
務
部
門
が
生
産
者
に
栽
培
指
導
を
行
い
、
品
質

維
持
に
努
め
て
お
り
、
生
産
者
が
作
っ
た
て
ん
菜
を

全
て
受
け
入
れ
、
無
駄
な
く
製
品
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
場
見
学
で
は
、
大
き
く
６
つ
の
工
程
、
①
受
入
・

洗
浄
・
さ
い
断
、

②
抽
出
、
③
濃

縮
、
④
分
離
、

⑤
乾
燥
・
粉
砕
、

⑥
製
品
検
査
・

包
装
・
出
荷
を

見
学
し
ま
し
た
。

施
設
は
老
朽
化

が
否
め
な
い
状

況
で
す
が
、し
っ

か
り
整
備
し
操

業
に
あ
た
っ
て

い
る
印
象
を
強

く
う
け
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン
て
ん
菜
事
業
本
部（
札
幌
市
）

　
日
本
の
砂
糖
産
業
は
、
糖
価
調
整
制
度
に
よ
っ
て

海
外
か
ら
の
精
製
糖
の
流
入
を
高
い
関
税
で
抑
制
し
、

国
内
の
甘
味
資
源
作
物（
て
ん
菜
・
甘
し
ゃ
）や
そ
れ

を
原
料
と
す
る
国
内
産
糖
、
さ
ら
に
精
製
糖
製
造
事

業
が
成
り
立
つ
よ
う
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
に
は
精
製
糖
生
産
量
が
約
1
7
4
万
ト
ン
で
、

そ
の
内
訳
は
て
ん
菜
糖
約
45
万
ト
ン
、
甘
し
ゃ
糖
約

13
万
ト
ン
、
輸
入
原
料
糖
約
1
1
6
万
ト
ン
で
す
。

精
製
糖
工
場
は
全
国
に
分
布
し
、
て
ん
菜
糖
工
場
は

北
海
道
、
甘
し
ゃ
糖
工
場
は
沖
縄
・
鹿
児
島
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　
調
整
金
は
輸
入
粗
糖
を
扱
う
企
業
か
ら
徴
収
さ
れ
、

そ
の
分
輸
入
粗
糖
価
格
が
上
昇
。
一
方
で
国
内
生
産

者
や
製
造
事
業
者
に
は
交
付
金
が
支
給
さ
れ
、
国
内

産
糖
の
価
格
を
下
げ
て
い
ま
す
。
生
産
者
収
入
は
販

売
価
格
と
国
か
ら
の
交
付
金
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
7
年
産
て
ん
菜
は
平
年
並
み
の
生
育
で
す
が

高
温
傾
向
で
若
干
糖
分
が
低
下
す
る
見
込
み
。
作
付

面
積
約
4
・
8
万
ha
、
生
産
量
約
3
2
0
万
ト
ン
、

産
糖
量
約
50
万
ト
ン
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
糖

価
格
は
国
際
相
場
や
円
安
の
影
響
で
上
昇
し
、
近
年

高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
産
て
ん
菜
品

代
単
価（
見
込
み
）は
1
ト
ン
あ
た
り
１
９
，
2
5
0

円（
税
込
）と
な
る
見
通
し
で
す
。

　
し
か
し
、
制
度
の
財
政
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、

国
際
相
場
高
騰
や
円
安
に
よ
り
赤
字
が
拡
大
。
令
和

6
年
度
に
は
単
年
度
赤
字
19
億
円
、
累
積
赤
字

5
9
8
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
砂
糖
全
体
の
需
要
は
人
口
減
少
や
低
甘
味
志
向
、

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向
で
3
0
0
万
ト

ン
を
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
加
糖
調
製
品
の
輸

入
増
加
や
異
性
化
糖
と
の
競
合
も
あ
り
ま
す
。
農
水

省
は
制
度
運
営
持
続
へ
収
支
改
善
努
力
を
求
め
て
い

に
現
在
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。
主
力
製
品
は「
成
吉

思
汗
の
た
れ
」や「
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
作
り
方
」な
ど
で
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
文
化
普
及
の
た
め
精
肉
店
と
協
力
し
、

鉄
鍋
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

生
産
体
制
と
し
て
は
本
社
工
場
で
調
味
料
、
遠
軽
工

場
で
レ
ト
ル
ト
食
品
を
製
造
し
、
関
連
会
社
で
は
メ

ン
マ
や
デ
ザ
ー
ト
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
原
材
料
は

北
海
道
産
を
重
視
し
て
お
り
、
砂
糖
は
全
て
道
産
ビ
ー

ト
糖
を
使
用
、商
品
全
体
の
88
％
が
道
産
原
材
料
を
使
っ

て
い
ま
す
。
品
質
管
理
で
は
I
S
O
2
2
0
0
0
取

得
や
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
導

入
し
、
現
場
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在

は
気
候
変
動
に
よ
る
原
材
料
調
達
リ
ス
ク
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
多
様
な
調
達
先
確
保
な
ど
で
対
応
し
つ
つ
、

今
後
も
安
定
供
給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
ベ
ル
食
品
で
は「
て
ん
菜
由
来
の
砂
糖
の
甘

味
は
、“
う
ま
み
の
ベ
ー
ス
”」と
し
て
お
り
、
今
後
も

て
ん
菜
お
よ
び
製
品
砂
糖
の
安
定
供
給
を
求
め
ら
れ
、

「“
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
素
材
”で
す
の
で
、
栽
培
し
続

け
て
下
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
の
ま
と
め

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
、て
ん
菜
由
来
の
砂
糖
は
、ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
の
主
力
商
品
に
使
用
さ
れ
、
大
変
重

要
で
必
要
不
可
欠
な
素
材
で
あ
り
、
今
後
も「
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
」と
強
く
表
明
を
う
け
、
ま
た
、
ユ
ー

ザ
ー
と
ホ
ク
レ
ン（
製
糖
工
場
と
販
売
部
門
）の
信
頼

関
係
に
、
更
に
原
料
生
産
者
の
顔
が
み
え
る
こ
と
で
、

よ
り
深
い
信
頼
関
係
の
構
築
と
安
心
安
全
に
つ
な
げ

ら
れ
る
こ
と
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
安
定
供
給
や

安
心
安
全
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
で

き
ま
し
た
。

　
本
町
が
直
面
し
て
い
る
て
ん
菜
生
産
に
お
け
る
課

題
は
非
常
に
多
い
も
の
の
、求
め
ら
れ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー

に
対
し
て
供
給
責
任
が
あ
る
こ
と
、
生
産
現
場
、
製

糖
工
場
、
販
売
メ
ー
カ
ー
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
良
品
質
の
て
ん
菜
由
来
の
砂
糖
を
供
給
し
続

け
る
責
任
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
連
携
を
密
に
し
て
、

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
各
地
区
振
興
会
や
士
幌
町
て
ん
菜
振

興
会
長
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
多
く
、
て
ん
菜
を

取
り
巻
く
現
状
が
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
、
生
産

現
場
で
で
き
る
褐
斑
病
対
策
な
ど
の
技
術
的
な
サ
ポ
ー

ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
輪
作
上
て
ん
菜
の
面
積
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
工
場
存
続
や
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
供
給
責
任
な
ど
産
糖
量
の
維
持
・
増
産
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
産
地
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
く
、

各
地
区
で
出
さ
れ
た
意
見
の
把
握
、
今
回
の
研
修
で

得
た
見
識
を
活
か
し
今
後
も
て
ん
菜
の
作
付
維
持
・

増
産
に
向
け
啓
蒙
が
重
要
で
あ
る
と
強
く
認
識
致
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た

國
井
組
合
長
を
始
め
役
職
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
研
修
報
告
と
致
し
ま
す
。

ま
す
。

　
P
R
活
動
と
し
て
ホ
ク
レ
ン
に
よ
る
学
校
給
食
へ

の
無
償
提
供
や
出
前
授
業
、「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
理
解
促
進
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ク
レ
ン
清
水
製
糖
工
場
産
砂
糖
使
用
商
品
に
つ

い
て
、
飲
料
分
野
で
は
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ（
ジ
ョ
ー
ジ

ア
、
紅
茶
花
伝
、
い
ろ
は
す
）、
大
塚
製
薬（
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
C
）、
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ（
リ

ボ
ン
ナ
ポ
リ
ン
）の
3
社
が
各
地
域
で
主
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。  

　
乳
製
品
分
野
で
は
、
よ
つ
葉
乳
業（
よ
つ
葉
カ
フ
ェ

オ
レ
等
）、
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
プ
リ

ン
等
）、
協
同
乳
業（
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
等
）、
雪
印
メ

グ
ミ
ル
ク（
牧
場
の
朝
等
）の
4
社
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。  

　
製
パ
ン
分
野
で
は
山
崎
製
パ
ン（
北
海
道
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
等
）と
ロ
バ
パ
ン
・
フ
ジ
パ
ン（
本
仕
込
シ
リ
ー
ズ
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。  

　
菓
子
分
野
で
は
井
村
屋（
あ
ず
き
バ
ー
等
）、
ノ
ー

ベ
ル
製
菓（
く
ち
ど
け
ま
ん
ま
る
ラ
ム
ネ
）、
日
進
乳

業（
う
ず
ま
き
ソ
フ
ト
等
）、
M
o
r
i
m
o
t
o（
北

海
道
ど
ら
焼
き
）の
4
社
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
調
味
料
分
野
で
は
ベ
ル
食
品（
成
吉
思
汗
の
た
れ
等
）

と
キ
ッ
コ
ー
マ
ン（
つ
ゆ
・
た
れ
関
連
商
品
）が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。  

　
惣
菜
・
そ
の
他
で
は
フ
ジ
ッ
コ（
佃
煮
や
お
ま
め
さ

ん
シ
リ
ー
ズ
）が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
て
ん
さ
い
糖
は
販
売
か
ら
38
年

を
迎
え
、
全
国
主
要
量
販
店
で
高
い
導
入
率
を
誇
る

人
気
商
品
で
あ
り
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
活

用
な
ど
で
認
知
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
食
品
株
式
会
社（
札
幌
市
）

　
ベ
ル
食
品
株
式
会
社
は
1
9
4
7
年
に
北
海
道
大

学
農
学
部
O
B
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
、
1
9
5
8
年

  昨今のてん菜生産を巡っては、産糖量交付対象数量及び作付指標面積の削減が示された以上に面積
減少が進み、また、肥料農薬価格等の直接費の上昇が止まらず、近年の夏場の異常高温により、糖分
上昇が難しい中、褐斑病の発生リスクが高まり、薬剤防除の期間延長及び回数増加による対処をして
も、収量・糖分を確保するのが難しく、更に新たな害虫による被害が散見されるなど産糖量の確保が
難しい状況となってきております。
　てん菜生産における生産者所得が減少の中、てん菜を巡る情勢は一層厳しさが増しております。て
ん菜生産の将来に不安が増す中、輪作また地力維持には必要不可欠な作物であることから、面積減少
に歯止めをかけ維持・増反できるような対策や支援が求められております。一方、てん菜（てん菜グ
ラニュー糖等）の必要性や評価など、清水製糖工場産砂糖の使用ユーザーを直接訪問し意見交換する
ことで、販売実態を含めたてん菜を巡る正確な情報を理解するため、令和７年11月27日～28日の日程
で、道内視察研修を実施しましたので、ご報告致します。

ベル食品株式会社にて

清水製糖工場　かしわ荘前にて
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utopiautopia　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
１
月
28
日（
水
）～
29
日（
木
）に
部

員
49
名
が
参
加
し
農
協
２
階
ホ
ー
ル
、
十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
豆
陽
亭
に
て
研
修

会
及
び
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
研
修
会
は
農
協
２
階
ホ
ー
ル
に
て「
身
体
を
使
っ
た
運
動
・
遊
び
」と
し

て
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
保
健
師
と
理
学
療
法
士
を
１
名
ず
つ
お
招
き
し

開
催
致
し
ま
し
た
。
中
で
も
身
体
を
使
っ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
遊
び
で
あ
る「
じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
」は
、
部
員
同
士
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
い
負
け
た
者
が
後
ろ
に
つ
い
て
列
車

上
に
連
な
っ
て
い
く
ル
ー
ル
で
あ
り
、
交
流
も
兼
ね
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
十
勝
川
温
泉
第

一
ホ
テ
ル
豆
陽
亭
に
て
行
い
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
夕
食
を
取
り
な
が
ら
会

話
に
花
を
咲
か
せ
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
宴
会
の
催
し

で
行
わ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
は
、
な
か
な
か
ビ
ン
ゴ
に

な
ら
ず
大
苦
戦
の
勝
負
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ホ
テ
ル
宴
会

場
で
の
映
画
鑑
賞
後
、
昼
食

を
食
べ
て
か
ら
の
解
散
と
な
り
、

ゆ
っ
く
り
と
温
泉
を
楽
し
み

つ
つ
支
部
を
超
え
て
親
睦
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
た
研
修
会
・
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
藤
田
由
里
部
長
）で
は
、

12
月
16
日（
火
）農
協
２
階
ホ
ー
ル
に
て
女
性
部
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
テ
ー
マ

は
、「
農
協
女
性
部
の
未
来
を
考
え
る
３
つ
の
視
点
」

と
し
酪
農
学
園
大
学　
食
と
健
康
学
類
准
教
授　

増
田
祥
世
氏
を
お
招
き
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
増
田
氏
は
、
農
業
関
係
の
仕
事
に
就
か
れ
た
際

に
農
家
の
方
と
出
逢
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

自
ら
農
業
を
営
む
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
北
海
道

へ
移
住
し
、
縁
あ
っ
て
長
沼
町
で
農
家
を
営
む
ご

主
人
と
ご
結
婚
さ
れ
農
業
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
身
も
農
協
女
性
部
員

と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
験
を
基
に
農

協
女
性
部
の
歴
史
や
他
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
活
動
の
内

容
を
説
明
い
た
だ
く
こ
と
で
、
当
女
性
部
と
の
違

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
講
演
後
に
講
師
を
訪
ね
て
意
見
交
換
を
す
る
場

面
も
見
ら
れ
、
研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
女
性
部
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
に
偏
り
が
あ
っ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
」「
当
女
性
部
で
も
何
か
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
」な
ど
と
の
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
女
性
部
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
J
A
士
幌
町
女
性
部
生
活
専
門
部
会
で
は
、
12
月
13
日（
土
）A
コ
ー
プ
士
幌
店

A
S
P
O
に
て
、
地
元
の
農
産
物
を
使
用
し
た
商
品
を
多
く
の
方
々
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
実
際
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
試
食
販
売
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
試
食
販
売
会
で
は
当
農
協
の
食
品
工
場
で
製
造
し
て
い
る
㈱
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の

新
商
品「
じ
ゃ
が
旨
コ
ロ
ッ
ケ
」と
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
の
新
商
品「
D

�

E

�

S

�

S

�

E

�
R
�T�

Y
O
G
H
U
R
T
」、「
た
ん
ぱ
く
リ
ッ
チ
ゼ
ロ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」（
プ
レ
ー
ン
加
糖
・
ベ

リ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）を
用
意
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
年
末
の
週
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
店
内
は
普
段
に
も
増
し
て
多
く
の
お

客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
試
食
分
を
準
備
し
、
女
性
部

の
法
被
を
纏
い
、
店
頭
で
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
商
品
の
魅
力
を
丁
寧
に
伝
え
、
ご

試
食
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
食
さ
れ
た
方
々
か
ら
は「
美
味
し
い
」「
味
が
濃
厚
！
」「
旨
み
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
」と
い
っ
た
好
評
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
商
品
を
購
入

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
、
販
売
実
績
も
好
調
で
し
た
。
会
場
は
終
始
活
気
に
あ
ふ
れ
、

試
食
販
売
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
藤
田
由
里
部
長
）で
は
、
１
月
20
日（
火
）に
隔
年
で
行
わ
れ
て

い
る
女
性
部
理
事
・
支
部
長
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
内
容
は「
倉
庫
課
の
業
務
」と
し
て
、
J
A
士
幌
町
農
産
部
倉
庫
課
を

訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
は
伊
賀
倉
庫
課
長
と
河
野
倉
庫
課
係
長
か
ら
倉
庫
課
の
業
務
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
豆
類
調
整
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
調
整
工
場
で
は
小
豆

と
大
豆
の
調
整
が
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
工
程
を
経
て
製
品
が
袋
詰
め
さ

れ
る
ま
で
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
見
学
し
た
調
整
工
場
や
倉
庫
課
の
業
務
、
豆
類
の
販
売

状
況
な
ど
の
疑
問
や
質
問
を
熱
心
に
伺
い
ま
し
た
。
普
段
は
聞
く
機
会
が
少
な
い
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
、
農
協
会
議
室
に
場
所
を
移
し
、

Ｌ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ（
ラ
ン
チ
カ
）に
よ
る
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
を
囲
み
な
が
ら
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

士
幌
産
食
材
の
他
に
も
各
所
に
十
勝
産
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に

生
か
し
た
コ

ロ
ダ
ッ
チ
を

使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
に
舌

鼓
を
う
ち
会

話
も
弾
む
時

間
と
な
り
ま

し
た
。

女
性
部
生
活
専
門
部
会
A
コ
ー
プ
士
幌
店

A
S
P
O
で
試
食
販
売
会
を
開
催

女
性
部
理
事
・
支
部
長
研
修
会

商品を知っていただくことができました

調整後の小豆を熱心に確認しました

倉庫課事務所前にて

生活専門部会の皆さん、お疲れ様でした！ 会議室が一変し素敵な会場となりました

女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
研
修
会
・
交
流
会

女
性
部
研
修
会「
農
協
女
性
部
の

�
未
来
を
考
え
る
３
つ
の
視
点
」

研修会にて集合写真

なかなかビンゴにならないな～ 講師　増田祥世 氏

じゃんけん列車

夕食風景 他 JA の活動内容に聞き入る部員
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utopiautopia
乳製品消費にご協力ください！

配布の様子

　
J
A
士
幌
町
青
年
部
理
事
会（
樋
口
直
人
理
事
会
長
）で
は
、
1
月
10
日（
土
）

か
ら
11
日（
日
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、
道
の
駅「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」で
開
催
さ
れ

た「
大
新
春
ま
つ
り
2
0
2
6
」の
2
日
目
に
参
加
し
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を

目
的
と
し
た
P
R
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
道
の
駅
構
内
に
青
年
部
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
来
場
者
に
乳
製
品
の

魅
力
や
日
常
的
な
消
費
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
よ
つ
葉
乳
業
の
牛
乳

2
0
0
ml
お
よ
び
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
町
内
外

の
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
足
を
止
め
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、
改
め
て
乳
製
品
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
酪
農
や
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
と
地
域
農

業
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「
大
新
春
ま
つ
り
2
0
2
6
」に
て

乳
製
品
配
布
を
実
施
！

大野支部長による式辞

　
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
青
年
部
士
幌
南
支
部
設
立
65
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

同
記
念
実
行
委
員
会（
大
野
文
也
実
行
委
員
長
）に
よ
り
、
1
月
18
日（
日
）農
協
2
階

ホ
ー
ル
に
て
挙
行
さ
れ
、
部
員
を
始
め
来
賓
、
同
地
区
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
野
支
部
長
は
式
辞
で「
諸
先
輩
方
の
多
大
な
る
ご
尽
力
と
関
係
各
位
の
温
か
い

ご
支
援
に
よ
り
65
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

部
員
は
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
次
の
時
代

へ
と
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
歴
代
支
部
長
8
名
、
本
部
役
員
歴
任
者
2
名
、
歴
代
事
務
局
3
名
に
感
謝
状

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
國
井
組
合
長
・
篠
原
会
長
・
香
川
青
年
部
長
の
来
賓

3
名
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
受
彰
者
を
代
表
し
て
市
田
卓
志
さ
ん
よ
り
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鴨
川
士
幌
南
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員

長
の
乾
杯
の
発
声
で
祝
賀
会
に
入
り
、
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
結
び
に
今
後
ま
す
ま
す
の

発
展
を
願
い
、
藤
井
理
事
の
万
歳
三
唱
に
て
閉
会
し

ま
し
た
。

青
年
部
士
幌
南
支
部

設
立
65
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会�

�

酪
農
技
術
研
修
会
を
開
催

　
士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会（
宇
佐
見

庸
夫
会
長
）は
、
2
月
2
日（
月
）、
農

協
2
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
酪
農
技
術
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
12
月
に
開
催
し
た「
ゲ
ノ

ム
情
報
の
活
用
・
牛
群
検
定
W
E
B

シ
ス
テ
ム
の
活
用
」を
テ
ー
マ
と
し
た

技
術
研
修
会
に
続
き
、
本
年
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
宇
佐
見
会
長
か
ら「
乳
牛
改
良
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
交
配
が
望
ま
し
い
の
か
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
、
牛
群
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
北
海
道
支
局
の
後
藤
裕
作

次
長
を
講
師
に
迎
え
、「
遺
伝
子
情
報
の
活
用
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
そ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
酪
農
経
営
に
生
か
せ

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

宇佐見会長の挨拶

講師の後藤氏

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道

～
あ
る
シ
ェ
フ
の
料
理
が
と
て
も
美
味
し
い
理
由
～
」

�

の
映
画
上
映
会
を
開
催

　
昨
年
10
月
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
映
画
と
食
を
テ
ー
マ

に
し
た
映
画
祭「
北
海
道
フ
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
5
」に
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
あ
ぐ
り
王
国

北
海
道
～
あ
る
シ
ェ
フ
の
料
理
が
と
て
も
美
味
し
い
理
由
～
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
本
作
品
に
は「
し
ほ
ろ
牛
」の
歴
史
や

取
り
組
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
の
会
員

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
が
出
演
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー

様
の
ご
協
力
の
も
と
、
2
月
3
日（
火
）に
農
協
記
念
館
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
、
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
の
会
員
や
ご
家
族
、

関
係
者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
当
映
画
の
上
映
会
を
2
部
制

で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
T
E
A
M 

N
A
C
S
の
リ
ー
ダ
ー
の

森
崎
博
之
氏
が
務
め
、
札
幌
で
料
理
人
と
し
て
ご
活
躍
の
塚

田
宏
幸
シ
ェ
フ
が
札
幌
伝
統
野
菜
や
南
富
良
野
町
の
野
菜
、

士
幌
町
で
は「
し
ほ
ろ
牛
」と
の
出
会
い
を
重
ね
、
生
産
者
や

料
理
人
の
想
い
、
地
域
の
歴
史
や
未
来
へ
の
希
望
を「
ひ
と
皿
」

に
込
め
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
制
作

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
士
幌
町
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
ま
し
て
、
森
崎
博
之
氏
よ
り
特
別
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
作
品
を
通
じ
て
、
北
海
道
や
士
幌
町
の
豊
か
な
自
然
と

農
業
を
営
む
人
々
の
情
熱
、
そ
し
て
食
を
通
じ
て
地
域
の
つ

な
が
り
や
誇
り
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
鑑
賞
さ
れ

た
皆
様
も
深
く
心
を
動
か
さ
れ
る
上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。

森崎博之氏からの特別メッセージ
（メッセージビデオ画面より）

多くの方がご来場されました
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utopiautopia千
里
の
道
も

�

一
歩
か
ら

　
『
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
』と
題
し
、
ど
ん
な
に
遠
い
道
の
り
で
も
踏
み
出
し
た

一
歩
か
ら
始
ま
る
！
と
し
て
、
創
立
初
期
の
青
年
部
・
女
性
部
紹
介
と
、
周
年
事

業
で
作
成
さ
れ
た
記
念
誌
を
見
比
べ
、
今
後
10
年
先
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
想
い
の
も
と
、
連
載
し
て
い
ま
す
！
第
７
回
は
上
居
辺
支
部
で
す
！

後藤　広樹
（前経営者 後藤 範雄）

鎌田　誠貴
（前経営者 鎌田 吉博）

山内　良介
（前経営者 山内 徳彦）

遠藤　洸介
（前経営者 遠藤 裕子）

藤内　智也
（前経営者 藤内 和美）

横山　健太
（前経営者 横山 和敏）

瀬戸　康之
（前経営者 瀬戸 政美）

S39.12. １発刊

上居辺支部（S39年当時） 支部長 加藤英雄 氏　部員数35名（S35年結成当時）

　上居辺支部は令和元年度に創立60周年を迎え、記念誌の発刊、記念
事業（地区案内看板の修繕等）を実施し、令和２年１月には記念式典・
祝賀会を執り行い、実行委員長を筆頭に部員全員が一丸となって協力
し、諸先輩方、各関係機関のご協力を頂きまして、無事に終えること
ができました。
　上居辺支部の現在の部員は20名で、将来的に部員が減少していくことを見据え昨年度より担当をなくし、
役員は支部長、副支部長、会計、書記、監事２名の６名で構成しています。
　支部の活動について、視察研修は１泊２日の日程で農機具や農薬の会社等へ出向き視察研修をさせて頂い
ています。しかし、何年もやっていますと、同じ場所で同じような内容になることもありますが、訪問の年
数を空けることや、なるべく違う場所へ出向くなど、新しい技術や知識を学べるように工夫し実行しています。
学習例会についてもできるだけ同じような内容にならないように、その時代に合わせて少しでも自分たちに
プラスになるように学んでいます。
　冬の一夜研修会は地区の役員の方々にもご参加頂き、１泊２日で講師の方を招いて講演をして頂き、その
後は新年会を開催して役員の方々と親睦を深めています。学習会、研修会は本部等で様々な場所で行われて
いますが、少人数で目と目を合わせての研修はなかなかできないので、支部独自の研修や学習会は欠くこと
ができないと思います。
　上居辺事業所関係では、お盆用品・正月用品の配送を行っており、上居辺地区は戸数が多く、注文された
量の多さに戸惑ってしまうこともありますが、部員同士協力し合いながら取り進めています。その他にも、
地区のゴミ拾いや事業所周りの環境整備も行っています。また、上居辺地区農協運営協力委員会での地区慰
安会等も協力させて頂き、地域の方々との交流を深めています。

Ｒ２年発刊　ＪＡ士幌町青年部60周年記念誌より抜粋

上居辺支部（Ｒ２当時）
部員数20名
支部長：佐藤　勝士

　令和8年1月に経営移譲が行われ、本町において新たに7名の新経営者が誕生しましたので、移譲を受け
られた皆さまをご紹介いたします。� （敬称略）

新経営者のご紹介

今後は、これまでの 
学びや取り組みを生かし、
新しい時代の農業に挑戦さ
れ、皆様のご活躍が本町農
業の発展につながっていく
ことを願っております。
これからどうぞよろしく 

お願いいたします。

　１月23日（金）、士幌町コミュニティセンター２階視聴覚室において、
「しほろ農業塾」開講式（塾長：髙木町長・副塾長：國井組合長）が開催さ
れ、第１期塾生６名が出席しました。
　当塾は、持続可能な農業の実現を目指し、将来の農業を担う人材の幅
広い見識や鋭い経営感覚、豊かな人間性を育むことを目的として、町内
在住の農業者および関係機関職員を塾生に迎え開講されました。
　開講にあたり、髙木塾長から式辞が述べられ、続いて國井
副塾長からの式辞が披露されました。式辞では、出席した塾
生に向けて「ここに集う塾生一人ひとりの挑戦が実を結び、
農村ユートピアの実現に向けて力強く道を切り拓いていくこ
とを期待したい」など激励の言葉が送られました。
　また塾生からは、「今後20年、30年先の士幌町農業の根幹を
担う世代が集い、研鑽を重ねていくことは大変意義深い。こ
の塾で多くを学び、士幌町農業のさらなる発展に寄与できる
よう努力していきたい」と力強い抱負が語られました。

しほろ農業塾開講式

決意を新たにする塾生
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知って得する！農業者年金
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。

・年間 日以上農業に従事している方で、
・国民年金第１号被保険者（ 歳未満）又は、

国民年金の任意加入者（ 歳以上 歳未満）
※詳しくは、組合員相談課まで(TEL:５-５７０５)検検索索詳しくは…

hhttttppss::////wwwwww..nnoouunneenn..ggoo..jjpp

農業者年金基金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

一定の要件を満たす方には、

月額最大１万円の保険料補助

保険料は全額社会保険料控除の対象
など、生涯を通じて大きな節税効果！

ホクレン職員人事異動挨拶
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

て
ん
菜
事
業
本
部
　
清
水
製
糖
工
場
　
農
務
課

須
藤
　
駿
輔

　
こ
の
度
、
2

月
1
日
付
け
人

事
異
動
に
よ
り

清
水
製
糖
工
場

農
務
課
勤
務
と

な
り
ま
し
た
。

私
は
上
士
幌
町

担
当
が
2
年
、
士
幌
町
担
当
が
2
年
と
い
う
短

い
期
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
農
協
を
始
め
と

し
た
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

特
段
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
頂
き
、
誠
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
北
部
原
料
所
に
在
籍
し
た
4
年
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
黒
根
病
や
褐
斑
病
が
多
発
し
、

高
温
が
続
く
気
象
で
も
あ
っ
た
た
め
、
収
量
や

糖
分
が
伸
び
悩
む
年
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
皆
様
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
対
策

を
講
じ
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
発
病
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
自

分
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
新
し
い
勤
務
先
で
も
皆
様
方
か
ら

ご
教
導
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
業

務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
私
と

も
ど
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
2
月
1
日
付

で
北
部
原
料
所

に
配
属
に
な
り

ま
し
た
白し
ら
い井

　

聡そ
う

と
申
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ホ
ク
レ
ン
入
会
後
は
清
水
製
糖
工
場
農
務
課

に
て
4
年
間
、
西
部
原
料
所
に
て
2
年
間
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
十
勝
管
内
で
の
勤
務
は
7

年
目
と
な
り
ま
す
が
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
日
々

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
士
幌
町
は
十
勝
管
内
の
中
で
も
、
て
ん
菜
作

付
面
積
が
広
く
生
産
者
の
方
々
の
数
も
多
い
町

で
す
。
そ
の
た
め
、
町
の
課
題
解
決
が
十
勝
管

内
の
て
ん
菜
生
産
振
興
へ
の
寄
与
に
も
繋
が
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、

い
ち
早
く
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 新

任
の
ご
挨
拶

て
ん
菜
事
業
本
部
　
清
水
製
糖
工
場
　
北
部
原
料
所

白
井
　
　
聡

人人間間ドドッッククののおお知知ららせせ

お問い合わせ先 組合員相談課 TEL:5-5705

【内 容】 身長・体重・血圧・視力・聴力・血液・胸部レントゲン・心電図・腹部超音波・
胃バリウム、各種オプション（有料）等

6月1日 月 1
4日 木 1
5日 金 2

10日 水 1
7月16日 木 1
8月4日 火 1
26日 水 1

9月2日 水 1
25日 金 1

10月14日 水 1
22日 木 1
29日 木 1
30日 金 1

11月2日 月 3
5日 木 1
6日 金 2
9日 月 1

10日 火 1
11日 水 3

令
和
８
年

12月9日 水 5
11日 金 2
14日 月 1
18日 金 2
22日 火 2
23日 水 2

1月7日 木 2
8日 金 1

15日 金 2
29日 金 2

2月9日 火 2
12日 金 2
16日 火 1
18日 木 1
22日 月 1

3月15日 月 1

令
和
9
年

令
和
８
年

女性枠男性枠

病院申込期限が原則２カ月前となっておりますが、受診
可能な場合もあります。上記以外の日を希望する方は組
合員相談課までご連絡下さい。
また、お申込順のため、ご希望の日が既に埋まっている
場合もございますのでご了承ください。

帯帯広広厚厚生生病病院院 受受診診料料￥￥3311,,990000((税税込込））
※組合員とそのご家族に限ります。また、受診された方には農協より一部助成を行っています。

人数

6月2日 火 1
8日 月 3

10日 水 1
12日 金 1

7月1日 水 1
2日 木 1

8月19日 水 1
9月1日 火 1

10月28日 水 2
30日 金 2

11月2日 月 1
10日 火 1
11日 水 1
18日 水 2

12月2日 水 2
3日 木 2

17日 木 2
29日 火 2

1月12日 火 1
2月1日 月 1

8日 月 3
9日 火 1

17日 水 2
3月3日 水 1
11日 木 2
30日 火 1

年月日

令
和
9
年

令
和
８
年
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3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

1・2月合併号の正解/
サンガニチ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

藤内　陽和
上田久瑠実
渡辺　風香
森本　匠隆
西部　光子

木谷　優子
服部　叶未
小椋旺太郎
神野　友香
纐纈　有希

1・2月合併号掲載問題の応募者は92名で92名が
正解でした。厳正なる抽選の結果、次の方が当選
しました。当選者には、組合員相談課にてプレゼ
ントをお渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

３月12日
（木）
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応募方法

今月の抽選者
大塚　　亨 さん
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●沖縄物産

・素材活力さんぴん茶
・素材活力ゴーヤー茶
 各500ml

138f
（税込価格各149円）
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※�情勢により変更となる場合がございますので、
ご了承下さい。

営業時間 8:30〜18:30

営業時間 7:00〜20:00
休 業 日 ３月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00

休 業 日 毎週日曜日

A コープ士幌店 ASPO

ガソリンスタンド

	２	卒業生代表が壇上で卒業――を受け取
った

	６	チューナーで選局して聞きます
	８	わんこそばやじゃじゃ麺で知られる県
	９	精算するために並びます
	10	アルファベットの７番目
	11	通知表ともいいます
	15	走ること。ウイニング――
	16	日本庭園の池に似合う魚
	18	熱波師が活躍しているところもありま

す
	20	糖度計の――を読み取った
	21	夫婦――で旅行に行った

	１	お雛様にひな――をお供えした
	２	力士が土俵にまくもの
	３	オーストリアの首都
	４	眉間に寄せるもの
	５	スケジュール帳に書き込みます
	７	――は小説よりも奇なり
	10	――、雷、火事、親父
	12	タロットカードや水晶玉などを使って

おこないます
	13	出身校をこういうことも
	14	パーが紙ならチョキは
	17	ショートケーキの真っ赤な彩り果実
	19	鳴門海峡には大きなものが発生
	20	神社の参拝時に鳴らすこともあります

全体運：運勢は次第に上昇。ちょ
っとした気遣いが相手の心に響きま
す。1人で動くよりも協力者を募り
ましょう

健康運：冷え、むくみ対策を。足
のストレッチがお勧め

幸運の食べ物：キュウリ

全体運：あれもこれもと思いがち
ですが時間は限られています。あら
ためて取捨選択を。下旬には勢いを
取り戻し前進

健康運：油断大敵。いつもの健康
習慣をしっかり継続

幸運の食べ物：パセリ

全体運：決まっていたことがひっ
くり返りトラブルに見舞われがち。
下旬からは挽回できるのでこじらせ
ないよう配慮を

健康運：体調がイマイチなときは
休息を。受診は早めに

幸運の食べ物：キウイフルーツ

全体運：周りの好意に甘えてしま
って◎。持ちつ持たれつです。あな
たも力を貸してあげましょう。旅行
や花見の計画が吉

健康運：有酸素運動を増やして。
体調に好影響あり

幸運の食べ物：ニラ

全体運：運勢は吉凶混合。良いも
悪いも入り乱れ忙しくなりそう。臨
機応変に対応していきましょう。良
い方に目を向けて◎

健康運：無理は禁物。適度な運動
と食事を心がけて

幸運の食べ物：タケノコ

全体運：楽しい話題が増え、心が
弾みます。好奇心を発揮してあれこ
れやってみましょう。視野が広がり
さらに招運 !

健康運：手を使う運動を取り入れて。
脳が活性化

幸運の食べ物：クレソン

全体運：駄目なものに執着しない
ように。気持ちの切り替えが大切で
す。仕事は大きな計画変更を避けて
取り組んで

健康運：ウオーキングなど骨を丈
夫にする運動にツキ

幸運の食べ物：グリーンピース

全体運：小さなことが気になって
大局を見失いがち。ゆっくり深呼吸
を。いつものバランス感覚を取り戻
せば快方へ

健康運：発酵食品やたっぷりの野
菜が健康の味方

幸運の食べ物：タマネギ

全体運：運勢は穏やか。美術展や
演奏会に出かけるなど趣味の時間を
多めに取って。季節限定のメニュー
を食べに行くのも◎

健康運：おいしく食べるのが健康に。
旬の食材にこだわって

幸運の食べ物：ウド

全体運：朗報の予感がしています。
今の状態で難しいなら新しい情報を
求めるのがお勧め。研修や施設の見
学などにツキ

健康運：皆で楽しめるスポーツで
体力もアップ !

幸運の食べ物：ツマミナ

全体運：好調運です。あなたの意
見が通りますから丁寧に分かりやす
く説明しましょう。味方を増やせま
す。宴会にツキ

健康運：トレーニングの効果が出
るとき。ハードに鍛えて◎

幸運の食べ物：シイタケ

全体運：運勢は好調。勢い良く動
きましょう。細かいことは気にしな
いように。寛容さが開運の秘訣 ( ひ
けつ）

健康運：目の使い過ぎに気を付けて。
適度に休憩を

幸運の食べ物：ソラマメ
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